第６学年○組　　道徳指導案
平成○○年○月○日　○曜日　第○時

                                                          指導者　　○　○　○　○

１　主　題　名　　　感謝の気持ちを形に　　２－（５）尊敬・感謝
２　主題設定の理由

(1)　価値観

私たちの生活は，直接目に見えなくても多くの支えや助けで成り立っている。この支えや助けの存在を理解し，その中で生活する自己を認識したとき，尊敬や感謝の念が生まれてくる。しかし，感謝の気持ちをもつだけでは，相手には伝わらない。自分の抱いた感謝の念が何らかの形となって，相手の心に届いたとき，人間関係はより円滑なものとなり，深まりを見せる。
そこで，自分たちの生活が多くの人々の支え合いや助け合いで成り立っていることに気付き，感謝するとともに，それに応えていこうとする心情を育てていきたい。

(2)　児童観
この時期の児童は，家族や学校，地域の人々に助けられ支えられながら，何不自由なく生活を送っていることを当たり前と受け止め，感謝の気持ちをもてないでいることもある。本学級の児童は，自分が困ったときに親切にしてもらったり，人から物をもらったりしたときには，すぐに「ありがとう」という言葉を使い，気持ちを表している。しかし，その行為のもとに存在する自分への愛情や行為にまでは気付いておらず，本人の意思や自覚から発せられたものとは言いがたい。そこで，多くの人々の支え合いや助け合いで成り立っている日々の生活の中で，自分が生きていることに対する感謝の念をもたせたい。そして，自分は何をすべきかを自覚できるようにし，進んで実践できるようにしたい。
(3)　資料観
アメリカで生活していた野口英世は，41歳の頃に病気が重なるという不運に見舞われた。この頃，中南米で黄熱病が発生し，英世は研究グループの一員となり，エクアドルへ渡る。さらには，アフリカで黄熱病が再発し，衰えた体でありながらもアフリカへ渡る。しかし，英世自身が黄熱病にかかり倒れてしまう。高熱にうなされながら，夢の中で感謝の気持ちを告げ，自分の人生に満足して息を引き取った英世の姿を通して，感謝の気持ちの上に自分にできることが何かを考え行動に移すことの大切さを感じ取らせたい。
３　本時のねらい

　ｏ日常生活は多くの人々の支えがあって成り立っていることに気付き，感謝の気持ちをもって行動し，それに応えようとする気持ちを高める。
４　準備・資料

　ｏ中心資料名「黄熱病とのたたかい」　出典「私たちの道徳」（文部科学省）
　ｏ教師……言葉カード，ワークシート，野口英世の写真，千円札
５　指導過程

	段階
	学　　習　　活　　動
	時間
	指　導　上　の　留　意　事　項

	方向付け
	１　野口英世について知っていることを発表する。
　・千円札の人。
　・左手を大やけどした。

　・世界的に有名な医学者。
	３
	ｏ千円札を準備する。
ｏ野口英世の生い立ちや業績，黄熱病について簡単に触れ，資料への方向付けを図る。

	
	２　中心資料を聞いて，話し合う。


・多くの人たちに支えられてきたな。

・本当に有難い。

・みんなのおかげで今の自分がある。

・自分はみんなの期待にまだまだ応えられていない。
	10
14
	ｏ教師の範読を聞かせる。
ｏあらすじを確認する。
ｏ英世がここまで来られたのは自分一人の力だけではなく，多くの人々の支えがあったということに，深く感謝している気持ちを十分に出させる。
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・周りの期待に応えたい。

　・世界から黄熱病を完全になくして，人

々を救いたい。

　・これまで多くの人々に支えてもらったのだから，今度は自分が多くの人々を助けたい。
　・自分にできる精一杯のことをやろう。
・自分なら努力すれば，病原体をつきとめられるかも。


　・みんなのおかげで研究ができた。

　・支えてもらって本当にありがとう。

　・人のために役立とうとがんばって生きてよかった。

３　気付いたことを基に，自分の生き方を見つめる。
　・母は，サッカーの送り迎えをしてくれる。もっと練習をがんばろう。

　・地域のパトロールの方がいつも見守ってくれているから，感謝の気持ちを伝えたい。
４　教師の説話を聞く。

　
	30
	ｏ中心発問を深く考えさせるために，エクアドルへ行った背景と，その取り組みについて確認する。

ｏ４～５人のグループを作り，ワークシートに書いた自分の考えを発表させる。

ｏ考えを全体で発表させる。

ｏ医学者として力を尽くしたいという英世の気持ちを捉えるのみにとどまらず，英世を突き動かした心の内を考えさせる。
評多くの人々の善意や支えに感謝し，それに応えようとすることの大切さに気付くことができる。　　　　（ワークシート，発表）
ｏ多くの人々に支えられた感謝の気持ちとそれに応えようと生きることができ，満ち足りた気持ちだったことに気付かせる。

ｏ「私たちの道徳」のP.91に書かせる。
評多くの人々の善意や支えに感謝し，それに応えて，自分にできることを考えることができる。　　　　（私たちの道徳，発表）
ｏ親の支えに感謝し，それに応えようと生きてきた教師の経験談を語る。

	
	
	34
	

	価値の自覚
	
	42
	

	まとめ
	
	45
	


６　本時の評価

ｏ日々の生活が多くの人々の支えや助け合いで成り立っていることに感謝し，それに応えようとする気持ちを高めることができる。　　　　　　　　　　　　（発表，ワークシート，私たちの道徳）
７　備　　　考

　ｏ中心発問の場面では，児童一人一人が自分の考えをワークシートに記入し，自分の考えがもてるようにする。その後，グループで発表する場を設け，自分の考えを発表できるようにする。
　ｏ野口英世を取り巻く出来事や気持ちを言葉カードで提示し，視覚的な支援を行う。
８　指導と評価
多くの人のことを思い出したとき，目頭が熱くなったのは，どんな気持ちからでしょう。





反対を押し切ってアフリカに渡った英世はどんなことを考えていたでしょう。





高い熱にうなされながら「みなさんのおかげです。」と言った言葉には，英世のどんな思いが込められているのでしょう。





支えられていることに感謝し，その思いに応えるために，どのようなことができますか。





補エクアドルでも研究できるのに，命をかけてまで，なぜ行こうとしたのだろうか。








道小－34
道小－35

